
学校番号 １０６ 

令和５年度 武道科 

 

教科 体育 科目 体育特論 単位数 ２単位 年次 3年次 

使用教科書 現代高等学校保健体育（大修館） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

体育の基本的な性格、指導論、学習方略と指導技術、単元づくり、体育教師の能力を高める、指

導案作成でそれぞれレポート形式のテスト（必要に応じて発表）を行い、それぞれの評価の合算

で最終的な評価を行う。 

 

２ 学習の到達目標 

教員養成・各種目指導者育成を目的として指導方法について学び、保健体育科の授業を担当する

ための実践的知識を習得する。保健体育科の各科目または分野における教育目標、学習目標、学

習内容、指導法および関連事項について、基礎的知識を身につける。 

体育の基礎を学び、また、一般的な指導論、学習方略、指導技術、単元づくり、等を学ぶ。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

選択した科目の学習

や課題研究等によっ

て，スポーツへの多

様な関わり方を自ら

実践している。 

生涯を通してスポー

ツの振興発展に寄与

することを目指し

て、各科目の課題に

応じた運動や学習の

取り組み方、健やか

な心身の高め方や維

持の仕方を工夫して

いる。 

高度な技能の習得を

目指して、各科目の

運動の特性に応じた

段階的な技能を身に

付けている。 

スポーツの専門的

な実践に関する具

体的な事項及びス

ポーツの振興発展

に寄与するための

理論について理解

している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

レポート 

受講態度観察 

技能観察 

レポート 

受 講 態 度 観 察   

技能観察 

受講態度観察 

技能観察 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

体力向上の科学的基礎につ

いて知ろう 

筋力 

  パワー 

  持久力 

  調整力 

  柔軟性 

  休養と睡眠 

〇 〇 〇 〇 a: スポーツの特性や魅力に応

じた楽しさや喜びを深く味わ

うとともにスポーツにおいて

体力の違いに配慮し、自己の責

任を果たそうとすることなど、

健康・安全を確保して学習に自

主的に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持

増進や調和のとれた体力の向

上を図るための運動の計画を

立てるとともに、自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

ｃ:各種目の特性に応じた体

力、技能を身に付ける 

d:運動を継続する意義、体の構

造、運動の原則などを理解して

いる。 

受講態度の

観察 

技能観察 

レポート 

２
学
期 

 

体力トレーニングの方法を知

ろう 

トレーニングの種類 

  短縮性動作と伸張性動作 

  トレーニングのプログラム 

  トレーニングの方法 

  体幹のトレーニング 

  ゆっくりとした動作でのトレ

ーニング 

  トレーニングの長期的プラ

ン 

〇 〇 〇 〇 a: スポーツの特性や魅力に応

じた楽しさや喜びを深く味わ

うとともにスポーツにおいて

体力の違いに配慮し、自己の責

任を果たそうとすることなど、

健康・安全を確保して学習に自

主的に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持

増進や調和のとれた体力の向

上を図るための運動の計画を

立てるとともに、自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

ｃ:各種目の特性に応じた体

力、技能を身に付ける 

d:運動を継続する意義、体の構

造、運動の原則などを理解して

いる。 

受講態度の

観察 

技能観察 

レポート 



３
学
期 

 

ｽﾎﾟｰﾂライフプランを立案しよ

う 

〇 〇 〇 〇 a: スポーツの特性や魅力に応

じた楽しさや喜びを深く味わ

うとともにスポーツにおいて

体力の違いに配慮し、自己の責

任を果たそうとすることなど、

健康・安全を確保して学習に自

主的に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じて健康の保持

増進や調和のとれた体力の向

上を図るための運動の計画を

立てるとともに、自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

ｃ:各種目の特性に応じた体

力、技能を身に付ける 

d:運動を継続する意義、体の構

造、運動の原則などを理解して

いる。 

受講態度の

観察 

技能観察 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


